










清掃およびお手入れ 清掃およびお手入れ

製品パラメーター

日常の保管 本体吸気口、排気口の清掃
本製品を長時間使用しないときは、涼しくて乾燥した場所に保管し、直射日光の当たる場所や湿
気が多い場所に置かないでください。 右図を参照してください。

良好な使用効果を得るために、ダストバケットを取り
付ける前に、吸気口と排気口に異物がないかを確認し、
異物がある場合は直ちに清掃してください。
ヒント：排気口にフィルターが付いています、それを
取り外して清掃しないようにしてください。

項目 パラメーター

クリーナーの清掃

ダストボックスの清掃

ヒント：機器を清掃した後、乾いた布で機器の下部にある赤外線センサーの透明シ
ートを拭き取ることをお勧めします。

まず電源コンセントから機器の電源プラグを抜き出し、機器の電源スイッチがオフになっている
ことを確認してください、また、水や試薬が本体内部に流れることによる破損を避けるために、
乾いた綿布で（水またはその他の試薬を使用しないでください）拭き取ってください。

まずペーパータオルでHEPAフィルターを覆い、小さいほこりをフィルーターから軽くはたき
落します（図1を参照）。
サイクロンフィルターのハンドルを握ってフィルターを取り出し、ダストカップ内のほこりを
取り除きます（図2を参照）。
ダストカップをダストカップカバーに取り付けて本体に装着します。

ヒント：ダストカップの内壁またはサイクロンフィルターに溜まっているほこりが多すぎる場合、
水や中性試薬でダストカップおよびろ過綿を洗い流し、乾いた布で拭き取ることができます。
本体に装着するときは、ダストボックスおよびフィルターが完全に乾いていることを確認しなけ
ればならない。

注：ほこりはほこり・ダニの目盛り線の最上端に達すと、ダストボックスを清掃する必要があ
ります。
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パワー9W 波長253.7
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ゴミボックスの容量
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0.4L

10Kpa
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トラブルシューティング 

機械が作動し
ません

機器の吸込力が小
さくなりました

紫外線灯が作動
しません

ローラーブラシ
が作動しません

機器の電源が確実に接続さ
れていないか、正しく接続さ

れていない。

電源プラグがコンセントに完全に
差し込まれていることを確認してくだ
さい。電源が製品の要件を満たし
ていることを確認してください。

電源スイッチはオンにしていません。

ダストカップがいっぱいです。

フィルターにゴミが多すぎます。

機器の吸込口が詰められています。

機器の下部にある2つのセンサーの
透明シートに汚れや埃が多すぎます。

紫外線灯の損傷。

ローラーブラシが正しく
取り付けられていません

ローラーブラシ内の巻き
物に引っ掛かっています。

ローラーブラシを取り出して
巻き物を取り除いてください。

詳細については、7ページ、ローラー
ブラシとローラーブラシの底板の分解
と取付の第3項を参照してください。

清掃対象物の表面反射が悪
いまたは清掃対象物との距離

が遠い。

電源スイッチを押してください。

ダストボックスを清掃してください。

吸込口を清掃してください。

生乾きの綿布で拭き取ってください。

アフターサービス担当者に連絡し
て紫外線灯を交換してください。

通常の状況下では、清掃対象物から0
～5cm離れていると、自動的に紫外
線灯をオンにすることができます。

フィルターをきれいに清掃してください。

故障現象 考えられる原因 対策


